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め
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狩
野
芳
崖
（
一
八
二
八
～
一
八
八
八
）
は
、
長
州
藩
の
支
藩
で
あ
る
長
府
藩
の

お
抱
え
絵
師
狩
野
晴
皐
（
一
七
九
七
～
一
八
六
七
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
弘

化
三
年
（
一
八
四
六
）
か
ら
十
年
間
、
藩
費
江
戸
留
学
で
木
挽
町
狩
野
家
の
九
代

晴
川
院
養
信
（
一
七
九
六
～
一
八
四
六
）
と
そ
の
嗣
子
勝
川
院
雅
信
（
一
八
二
三

～
一
八
七
九
）
に
師
事
し
て
い
る
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
勝
川
院
画
塾

の
塾
頭
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
勝
川
院
の
画
技
の
拙
さ
を
批
判
し
出
奔
を
企
て
る
な

ど
、
不
羈
を
示
し
て
い
た
。
在
江
中
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
は
長
府
藩
の

御
用
絵
師
と
な
り
、
留
学
期
間
の
満
了
後
も
幾
度
か
江
戸
と
長
府
を
往
還
し
つ
つ
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
家
督
を
継
ぐ
が
、
維
新
後
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
禄

を
失
う
。
そ
の
後
は
画
技
に
よ
る
生
計
の
困
難
か
ら
養
蚕
な
ど
を
試
み
る
も
失
敗

に
終
わ
り
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
六
月
に
は
一
家
を
挙
げ
て
東
京
に
移
住
し

て
画
業
を
再
開
す
る
。
し
か
し
勝
川
院
画
塾
の
同
門
で
あ
っ
た
橋
本
雅
邦
（
一
八

三
五
～
一
九
〇
八
）
の
紹
介
で
島
津
家
雇
と
な
る
明
治
十
二
年
秋
頃
ま
で
は
困
窮

が
続
い
た
。

　

他
方
、
明
治
十
三
年
に
は
天
心
岡
倉
覚
三
（
一
八
六
三
～
一
九
一
三
）
の
甥
覚

平
（
秋
水
、
一
八
六
七
～
一
九
五
〇
）
が
芳
崖
に
入
門
し
て
お
り
、
同
年
の
秋
頃

に
は
天
心
を
介
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（Ernest Francisco Fenollosa, 1853-

1908

）と
芳
崖
の
最
初
の
接
触
が
果
た
さ
れ
て
い
る
。も
っ
と
も
こ
の
時
期
の
フ
ェ

ノ
ロ
サ
は
、
狩
野
宗
家
と
し
て
の
権
威
を
有
す
る
中
橋
狩
野
家
の
十
五
代
当
主
永

悳
（
一
八
一
五
～
一
八
九
一
）
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
執
心
し
て
お
り
、
東

京
で
は
無
名
の
地
方
出
身
画
家
で
あ
っ
た
芳
崖
に
注
目
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

実
際
、
こ
の
間
の
明
治
十
年
と
十
四
年
に
内
務
省
勧
業
寮
が
開
催
し
た
二
度
の
内

国
勧
業
博
覧
会
の
い
ず
れ
に
も
、
芳
崖
は
出
品
し
て
い
な
い
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
月
の
第
一
回
内
国
絵
画
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共
進
会
に
八
点
の
作
品
を
出
品
し
た
こ
と
で
、
無
賞
に
こ
そ
終
わ
っ
た
も
の
の
、

審
査
顧
問
で
あ
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
注
目
を
得
て
い
る
。
翌
明
治
十
六
年
末
に
は

フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
月
給
二
十
円
で
雇
用
さ
れ
、
本
郷
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
宅
近
傍
に
用
意

さ
れ
た
住
居
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
指
導
の
も
と
、
絵
画
的
な
実
験
に
着
手
す
る
。

そ
の
後
の
五
年
間
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
の
協
働
は
、近
代
的
な
意
味
で
の
「
日
本
画
」

の
創
成
そ
の
も
の
の
試
み
で
あ
り
、そ
の
極
点
が
絶
筆
と
な
っ
た《
悲
母
観
音
》（
図

①
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
《
悲
母
観
音
》
と
並
行
し
て
、
芳
崖
は
有
翼
の
天
人
図
を
構
想
し
て
い
た
。

本
画
に
は
着
手
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
こ
の
天
人
図
に
つ
い
て
は
、
既
に
旧

稿
一
で
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
後
の
研
究
動
向
を
踏
ま

え
、
こ
の
天
人
図
構
想
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
。

一
、
画
巻
「
観
音　

下
図
」
と
《
悲
母
観
音
》

　

芳
崖
の
天
人
図
構
想
に
関
わ
る
画
稿
と
し
て
は
、
三
十
図
の
小
下
絵
が
順
不
同

で
画
巻
形
式
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
「
観
音　

下
図
」
と
し
て
東
京
藝
術
大
学

美
術
館
に
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、二
〇
〇
八
年
に
新
出
し
た
一
図
が
《
飛
翔
天
女
》

と
し
て
下
関
市
立
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
二
。

　

こ
れ
ら
三
十
一
図
の
う
ち
、下
関
の
一
図
を
含
む
十
六
図
が
有
翼
（
図
③
④
⑤
）、

十
図
が
無
翼
（
図
⑥
⑦
）
の
天
人
を
描
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
合
掌
し
な
が
ら
半

一　

 

拙
稿
「「
有
翼
の
天
女
図
」
考
―
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》（
明
治
二
三
年
）
を
中
心

に
―
」、
岡
山
大
学
文
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
4
『
語
り
出
す
図
像
―
視
覚
資
料
の
可

能
性
』
二
〇
〇
五
年
三
月
、
五
七
～
八
八
頁
。

二　

 

井
土
誠
「
新
出
「
観
音　

下
図
」
の
画
稿
に
つ
い
て
」『
潮
流
』
九
八
号
、
下
関
市
立
美

術
館
、
二
〇
〇
九
年
春
、
二
～
三
頁
。

ば
振
り
返
る
よ
う
な
姿
勢
で
浮
遊
す
る
、
頭
部
と
体
幹
部
が
そ
れ
ぞ
れ
逆
向
き
の

四
分
三
正
面
と
な
っ
た
全
身
像
で
、
十
四
図
は
頭
部
が
左
向
き
、
十
二
図
は
右
向

き
だ
が
、
身
体
部
分
の
輪
郭
は
、
左
右
反
転
を
伴
い
つ
つ
も
全
体
で
ほ
ぼ
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
無
翼
像
の
う
ち
七
図
は
全
裸
像
で
あ
る
が
（
図
⑦
）、
い
ず
れ
も

胴
体
の
正
中
線
が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
頭
部
が
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
（
図
⑦
ｂ

ｄ
）
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
人
体
習
作
と
し
て
の
裸
像
で
あ
り
、

作
品
の
構
想
自
体
は
着
衣
像
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
る
五
図
は
、
火
炎
ま

た
は
光
輪
を
伴
う
観
音
立
像
三
図
（
図
⑧
）
と
、
奇
巌
な
い
し
波
濤
に
月
輪
を
思

わ
せ
る
円
体
を
配
し
た
、
ほ
ぼ
左
右
相
称
の
背
景
習
作
二
図
（
図
⑨
）
で
あ
る
。

前
者
は
天
人
図
と
は
別
の
構
想
に
関
わ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
後
者
と
類
似
す

る
背
景
は
有
翼
像
の
一
点
（
図
⑤
ｅ
）
に
伴
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二

図
の
背
景
習
作
は
天
人
図
構
想
に
関
わ
る
も
の
と
見
て
よ
い
。

　

藝
大
所
蔵
の
三
十
図
の
う
ち
十
六
図
は
、芳
崖
の
弟
子
で
あ
っ
た
高
屋
肖
哲（
一

八
六
六
～
一
九
四
五
）
が
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
上
梓
し
た
『
芳
崖
遺

墨　

前
編
』三
に
「
伽
陵
図
」
と
し
て
四
頁
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
四
、遺
墨

目
次
の
第
三
頁
に
は
、
明
治
二
十
年
の
作
と
し
て
「
下
図
に
し
て
仏
画
考
按
中
の

も
の
な
れ
ど
も
、
復
た
前
に
揮
毫
せ
し
、
観
音
を
画
く
に
决
す
」
と
記
さ
れ
る
。

三　

画
報
社
刊
。
な
お
後
編
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
刊
。

四　

 
二
十
三
頁
に
は
現
状
の
画
巻
の
第
二
～
第
五
図
、
二
十
四
頁
に
は
第
十
三
図
と
第
十
六

～
十
八
図
、
二
十
五
頁
に
は
第
六
～
九
図
、
二
十
六
頁
に
は
第
二
十
二
～
二
十
五
図
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
二
十
七
頁
に
は
天
人
図
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
観
音
図
（
第

二
十
三
図
）
が
差
し
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
で
既
に
現
状
の
画
巻
の
並

び
が
定
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
二
十
四
頁
で
省
か
れ
た
第
十
四
・
十

五
図
は
裸
体
習
作
で
あ
り
、
裸
像
を
不
穏
当
と
見
な
し
た
編
者
が
割
愛
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
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こ
こ
に
言
う
「
前
に
揮
毫
せ
し
、
観
音
」
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
の
協
働
が
本
格
的

に
始
動
す
る
以
前
の
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
中
に
完
成
さ
れ
、
翌
明
治
十
七

年
二
月
の
龍
池
会
大
会
で
公
開
さ
れ
た
後
、
同
年
五
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
日

本
美
術
縦
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
（
図
②
）
で
あ
り
、
一
九
〇
二
年
に
パ
リ
の

美
術
商
ビ
ン
グ
（Siegfried 

“Sam
uel

” Bing, 1838-1905

）
か
ら
フ
ェ
ノ
ロ

サ
を
介
し
て
フ
リ
ー
ア
（Charles Lang Freer, 1854-1919

）
に
譲
渡
さ
れ
、

一
九
二
三
年
開
館
の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
収
め
ら
れ
て
現
在
に
至
る
。
高
屋
の
所

謂
「
伽
陵
図
」
は
、
こ
の
フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》
の
改
稿
作
業
と
並
行
し
て
構
想

が
進
め
ら
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
《
悲
母
観
音
》
の
制
作
が
優
先
さ
れ
、
結
果
的

に
「
伽
陵
図
」
は
放
棄
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
、
同
じ
く
芳
崖
の
弟
子
で
あ
っ
た
岡
不
崩
（
一
八
六
九
～
一
九
四
〇
）
が

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
自
家
出
版
し
た
回
想
録
『
し
の
ぶ
草
』
も
、「
翁

の
絶
筆
悲
母
観
音
に
就
て
」
で
こ
れ
ら
の
小
下
絵
と
《
悲
母
観
音
》
の
関
係
に
言

及
し
て
い
る
。
曰
く
、
妙
義
山
へ
の
写
生
旅
行
を
行
っ
た
際
、
中
之
嶽
（
金
洞
山
）

の
奇
観
に
接
し
た
芳
崖
は
、「
あ
ゝ
茲
に
観
音
様
が
降
り
た
ら
よ
か
ら
う
と
言
は

れ
た
」
五
。
帰
宅
後
、芳
崖
は
直
ち
に
新
た
な
観
音
図
の
構
想
に
着
手
し
、手
元
に

残
さ
れ
て
い
た
フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》
の
下
絵
を
参
照
し
つ
つ
、
夥
し
い
数
の
小

下
絵
が
制
作
さ
れ
た
が
、
そ
の
殆
ど
は
散
逸
し
、「
今
美
術
学
校
に
残
っ
て
居
る

の
は
、
天
女
の
下
画
と
取
混
ぜ
て
、
少
々
あ
る
の
み
で
あ
る
」
六
。

　

現
在
藝
大
に
残
さ
れ
て
い
る
一
群
の
小
下
絵
を
、
高
屋
は
「
伽
陵
図
」
す
な
わ

五　

岡
不
崩
『
し
の
ぶ
草
』
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
二
頁
。

六　

同
三
頁
。

ち
迦
陵
頻
伽
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
図
も
下
半
身
は
鳥
で
は
な
く
、

人
の
脚
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
半
人
半
鳥
の
迦
陵
頻
伽
像
と
し
て
で
は
な

く
、
翼
型
の
羽
衣
を
伴
う
天
人
像
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
と
り

わ
け
晩
年
の
芳
崖
が
謡
と
仕
舞
に
熱
中
し
て
い
た
こ
と
七
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、

作
品
の
着
想
に
は
謡
曲
『
羽
衣
』
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
芳
崖
の
天
人
図
は
、
フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》
の
改
稿
作
業
と

並
行
し
て
、
い
わ
ば
そ
こ
か
ら
の
派
生
作
品
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
岡
が
フ
リ
ー
ア
本
の
改
稿
構
想
の
契
機
と
す
る
妙
義
山
へ
の
写
生

旅
行
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
三
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
藝
大
所

蔵
の
『
妙
義
山
地
取
』
三
巻
中
に
は
三
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
日
付
が
残
る
。

こ
の
旅
行
に
同
行
し
た
の
は
、
岡
不
崩
の
ほ
か
岡
倉
秋
水
、
や
は
り
芳
崖
の
弟
子

で
あ
っ
た
本
多
天
城
（
一
八
六
七
～
一
九
四
六
）
に
、勝
川
院
画
塾
の
同
門
で
あ
っ

た
狩
野
友
信
（
一
八
四
三
～
一
九
一
二
）
を
加
え
た
四
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
天
心
は
美
術
取
調
委
員
と
し
て
欧
米
を
視
察
し
て
い
る
。
彼
ら
が

横
浜
を
出
港
し
た
の
は
前
年
の
十
月
二
日
、
帰
国
は
芳
崖
ら
の
妙
義
山
行
か
ら
半

年
余
り
後
の
十
月
十
二
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
芳
崖
が
フ
リ
ー
ア
本
の
改
稿

構
想
に
着
手
し
た
の
は
、
彼
ら
が
日
本
を
離
れ
て
い
る
間
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

同
様
に
「
天
女
の
下
画
」
も
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
天
心
が
不
在
の
期
間
に
着
手
さ
れ

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

七　

 

松
本
金
太
郎
「
能
楽
雑
談
」『
新
小
説
』
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
（『
重
要

文
化
財
悲
母
観
音
』
図
録
、
東
京
藝
術
大
学
藝
術
資
料
館
、
一
九
八
九
年
、
巻
末
参
考

資
料
所
収
）。
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二
、
制
作
の
過
程
と
細
部
意
匠
の
揺
れ

　

岡
不
崩
の
回
想
が
示
す
よ
う
に
、
現
存
す
る
三
十
一
図
の
画
稿
は
実
際
に
制
作

さ
れ
た
も
の
の
全
て
で
は
な
い
。
ま
た
現
存
す
る
画
巻
の
配
列
順
は
多
分
に
恣
意

的
な
も
の
で
あ
り
、
制
作
の
順
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
作
品
構

想
の
展
開
を
厳
密
に
跡
づ
け
る
作
業
に
は
少
な
か
ら
ず
困
難
が
伴
う
も
の
の
、
井

土
誠
氏
は
藝
大
所
蔵
の
画
稿
群
の
各
紙
葉
の
比
較
検
討
に
基
づ
き
、
特
に
翼
の
有

無
や
そ
の
形
状
を
基
準
と
し
て
、（
一
）
比
較
的
小
さ
く
短
い
翼
を
左
右
に
大
き

く
広
げ
、
下
半
身
の
一
部
に
霞
を
か
け
た
形
（
図
④
）
か
ら
、（
二
）
よ
り
大
き

く
長
い
翼
の
先
端
を
下
げ
、
足
の
爪
先
を
覗
か
せ
た
形
（
図
⑤
）
を
経
て
、（
三
）

翼
を
削
除
し
た
形
（
図
⑥
）
へ
、と
い
う
三
つ
の
段
階
を
措
定
し
、裸
体
習
作
（
図

⑦
）
は
（
二
）
の
段
階
と
平
行
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
八
。
こ
の
推
定
に

基
づ
け
ば
、
画
巻
第
六
図
（
図
④
ｂ
）
と
酷
似
す
る
下
関
市
立
美
術
館
の
画
稿
は

（
一
）
の
段
階
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
推
定
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、（
一
）
の
段
階
で
は
天
人
の
人

体
描
写
が
裸
体
習
作
を
踏
ま
え
た
形
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
裳
裾
か
ら
覗
く
足
先
の

描
写
が
ぎ
こ
ち
な
い
こ
と
や
、第
十
七
図
（
図
⑤
ｇ
）
や
第
二
十
九
図
（
図
⑤
ｋ
）

に
は
翼
の
形
状
が
（
一
）
の
段
階
の
短
翼
か
ら
（
二
）
の
段
階
の
長
翼
へ
と
修
正

さ
れ
て
い
っ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
井
土
氏
自
身
も
認

め
る
よ
う
に
、
無
翼
の
着
衣
像
三
図
は
長
翼
の
天
人
図
と
並
行
し
て
制
作
さ
れ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
無
翼
の
着
衣
像
は
着
衣
の
細
部
と
頭
部

八　

 

井
土
誠
「
も
う
ひ
と
つ
の
悲
母
観
音
―
観
音　

下
図
と
呼
ば
れ
る
画
稿
の
意
味
―
」『
狩

野
芳
崖　

悲
母
観
音
へ
の
軌
跡
―
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
品
を
中
心
に
―
』
東
京
藝
術
大

学
大
学
美
術
館
、
下
関
市
立
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
三
～
一
二
〇
頁
。

の
造
形
を
検
討
す
る
こ
と
が
中
心
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
た

め
、
有
翼
か
ら
無
翼
へ
と
い
う
構
想
の
変
更
を
示
す
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
単
に

翼
の
描
写
を
省
略
し
た
だ
け
と
見
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
こ
の
作
品

の
構
想
の
前
提
と
し
て
、「
長
い
尾
羽
を
伴
う
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
芳
崖
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、
そ

の
よ
う
な
「
羽
衣
」
を
着
し
た
天
人
像
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
天
人
図
に
描
か
れ
た
「
翼
型
の
羽
衣
」
は
、
少
な
く
と
も
幾
つ
か
の

紙
葉
で
は
、
長
い
尾
羽
の
描
写
を
伴
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
画
巻
第
三
図
（
図
⑤

ｄ
）、
第
七
図
（
図
⑤
ｅ
）、
第
二
十
五
図
（
図
⑤
ｊ
）
で
は
、
朱
の
線
で
描
か
れ

た
裳
や
藍
で
描
か
れ
た
天
衣
の
端
と
は
明
ら
か
に
別
の
構
造
を
持
っ
た
も
の
が
、

白
色
顔
料
に
よ
る
蕨
手
状
の
曲
線
で
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
紙
葉
で
は
、

尾
羽
の
描
写
は
さ
ほ
ど
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
裳
裾
の
脛
か
ら
踵
の
後

ろ
に
か
け
て
不
自
然
な
ほ
ど
に
膨
れ
上
が
っ
て
渦
巻
く
、
過
剰
な
ま
で
の
曲
線
の

戯
れ
が
際
立
っ
て
い
る
（
図
⑤
ｂ
ｃ
ｆ
、
図
⑥
ｂ
）。
こ
れ
ら
は
、
表
層
的
に
は

姿
を
消
し
た
尾
羽
が
渦
巻
き
波
打
つ
曲
線
の
過
剰
に
形
を
変
え
て
、
裳
裾
に
ま
と

わ
り
続
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

他
方
、
第
二
図
（
図
④
ａ
）
に
は
、
天
人
の
後
頭
部
か
ら
頭
頂
部
を
羽
飾
り
で

覆
っ
た
よ
う
な
形
状
の
頭
巾
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
奇
妙
な
頭
巾
は
、
他
の
紙

葉
と
比
較
す
れ
ば
、
白
衣
観
音
や
こ
れ
に
準
ず
る
観
音
像
の
被
布
か
ら
派
生
し
た

も
の
と
知
れ
る
が
、
そ
れ
が
羽
飾
り
状
の
頭
巾
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
は
、
羽
毛

で
覆
わ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
羽
衣
」
と
の
関
連
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
紙
葉
で
は
、
頭
巾
を
含
む
頭
部
か
ら
着
衣
の
上
部
が
特
に
詳
細
に
描
写
さ
れ
て



「
有
翼
の
天
女
図
」
九
考
　
　
龍
野
有
子

（27）

い
る
が
、
膝
か
ら
下
は
半
ば
雲
に
覆
わ
れ
て
不
明
瞭
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
裳

裾
の
渦
巻
く
よ
う
な
曲
線
は
認
め
ら
れ
る
が
、
尾
羽
の
明
確
な
描
写
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
裳
に
吸
収
さ
れ
か
ね
た
尾
羽
が
羽
飾
り
の
頭
巾
と

な
っ
て
、
天
人
の
頭
上
に
復
活
を
遂
げ
た
か
の
よ
う
で
す
ら
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
天
人
図
の
着
衣
は
、
典
型
的
な
菩
薩
形
の
服
制
と
は
異
な
り
、
両
肩

か
ら
胸
部
を
覆
う
袖
な
し
の
貫
頭
衣
に
下
半
身
を
覆
う
裳
を
重
ね
て
い
る
。
こ
の

貫
頭
衣
は
キ
ト
ン
状
と
も
形
容
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
な
り
岡
倉
な

り
の
提
供
し
た
欧
米
産
の
手
本
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
同
様
の

衣
は
、
江
戸
後
期
の
浮
世
絵
類
の
天
人
図
（
図
⑩
）
や
、
河
鍋
暁
斎
に
よ
る
専
光

寺
の
《
龍
頭
観
音
》（
図
⑪
）
を
は
じ
め
と
す
る
幕
末
か
ら
明
治
期
の
観
音
像
に

も
見
受
け
ら
れ
る
。
な
か
で
も
暁
斎
の
《
龍
頭
観
音
》
は
、
頭
部
と
体
躯
が
そ
れ

ぞ
れ
逆
向
き
の
四
分
三
正
面
と
な
る
よ
う
に
体
躯
を
弓
な
り
に
反
ら
せ
て
や
や
下

方
を
振
り
向
く
姿
勢
や
、
両
肘
の
位
置
と
も
ど
も
、
芳
崖
の
天
人
図
と
の
近
似
性

を
感
じ
さ
せ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
天
人
図
構
想
に
と
っ
て
よ
り
本
質
的
な
問
題
は
、
そ
れ

が
《
悲
母
観
音
》
の
構
想
す
な
わ
ち
フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》
の
改
稿
作
業
と
並
行

し
て
、
し
か
も
明
白
な
女
性
的
有
徵
性
を
備
え
た
身
体
を
持
つ
像
と
し
て
企
図
さ

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
あ
る
。

三
、
主
題
と
し
て
の
母
性
、
意
匠
と
し
て
の
女
体

　

フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》
お
よ
び
《
悲
母
観
音
》
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ノ

ロ
サ
に
よ
る
一
九
〇
二
年
の
フ
リ
ー
ア
宛
書
簡
中
の
解
説
九
が
重
要
な
情
報
源
と

な
る
。

　
　
　
　

  

芳
崖
筆
「
人
類
の
創
造
」
―
こ
の
よ
う
な
意
匠
は
い
ま
だ
か
っ
て
中

国
お
よ
び
日
本
の
仏
教
絵
画
に
は
み
ら
れ
ぬ
も
の
で
し
た
。
無
着
と

世
親
の
き
わ
め
て
深
遠
な
哲
学
に
則
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、

芳
崖
自
身
の
精
神
に
貫
か
れ
た
独
特
の
作
品
で
す
。
観
音
菩
薩
は
仏

陀
に
次
ぐ
最
高
の
精
神
、
男
女
両
性
の
特
性
を
兼
備
し
た
存
在
で
す
。

（
中
略
）
こ
の
観
音
菩
薩
が
水
晶
の
水
差
し
か
ら
中
空
に
水
滴
を
注
ぎ
、

そ
こ
か
ら
人
間
の
象
徴
た
る
嬰
児
が
誕
生
し
ま
す
。
嬰
児
は
雲
間
を

縫
っ
て
地
上
の
峨
々
た
る
山
頂
に
降
下
し
な
が
ら
己
が
創
造
主
を
振

り
仰
ぎ
、
半
ば
恨
む
が
ご
と
く
、
こ
の
地
が
誕
生
と
宿
命
の
も
た
ら

す
悲
劇
の
予
定
さ
れ
た
恐
ろ
し
い
世
界
で
は
な
い
か
と
問
い
か
け
て

い
る
よ
う
で
す
。（
中
略
）
パ
リ
に
出
品
さ
れ
た
こ
の
作
品
こ
そ
、
そ

の
主
題
に
対
す
る
芳
崖
の
初
め
て
の
着
想
で
あ
り
、
私
に
影
響
さ
れ

る
以
前
に
描
い
た
人
物
画
の
遺
品
中
最
高
の
傑
作
な
の
で
す
。
彼
の

生
涯
の
最
後
の
年
に
描
い
た
同
じ
主
題
に
よ
る
精
密
で
色
調
の
高
い

改
作
は
、
現
在
東
京
美
術
学
校
の
最
重
要
の
文
化
財
と
し
て
保
管
さ

れ
て
お
り
、
新
し
い
影
響
を
受
け
た
後
の
画
風
の
成
熟
ぶ
り
を
示
し

て
い
ま
す
。（
後
略
）

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
こ
れ
ら
二
点
の
主
題
を
「
人
類
の
創
造
」
と
呼
び
、
観
音
を

「
男
女
両
性
の
特
性
を
兼
備
し
た
存
在
」
と
規
定
す
る
一
方
で
、「
創
造
主
」
と
も

九　

山
口
静
一
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ　

上
』
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
、
二
三
六
～
二
三
七
頁
。。
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呼
ん
で
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
欧
米
諸
語
に
お
け
る
「
創
造
主
」
と
は
「
父

な
る
神
」
で
あ
り
、
男
性
神
格
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八

五
）
九
月
に
園
城
寺
法
明
院
の
桜
井
敬
徳
律
師
か
ら
凡
網
菩
薩
戒
を
受
け
、
天
台

宗
徒
と
な
っ
て
い
た
が
、
フ
リ
ー
ア
宛
の
書
簡
で
は
、「
人
類
の
創
造
」
と
の
云

い
を
含
め
、
多
分
に
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
の
人
類
創
造
説
話
に
引
き
寄
せ
た
形

で
主
題
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
天
心
が
芳
崖
の
追
悼

記
事
中
で
《
悲
母
観
音
》
を
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
る
シ
ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
天
井

画
の
《
ア
ダ
ム
の
創
造
》
と
の
類
比
で
語
っ
て
い
る
こ
と
一
〇
と
も
符
号
す
る
が
、

こ
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
フ
リ
ー
ア
宛
書
簡
に
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、

観
音
を
「
男
女
両
性
の
特
性
を
兼
備
し
た
存
在
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、《
悲
母
観
音
》
の
造
形
、
殊
に
彩
色
の
手
法
に
対
す
る
自
身

の
影
響
を
強
調
し
つ
つ
も
、
フ
リ
ー
ア
本
の
段
階
で
確
立
さ
れ
て
い
た
「
人
類
の

創
造
」
と
い
う
主
題
に
つ
い
て
は
、
芳
崖
の
独
創
と
明
言
し
て
い
る
。
実
際
、
画

中
の
嬰
児
の
モ
デ
ル
を
芳
崖
の
孫
（
養
子
広
崖
の
長
男
）
新
治
と
す
る
門
人
の
証

言
一
一
な
ど
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
二
点
の
観
音
図
の
図
像
は
芳
崖
個
人
の
私
的
な

一
〇　

 

岡
倉
天
心
「
狩
野
芳
崖
」『
国
華
』
二
号
、
朝
日
新
聞
社
、
一
八
八
九
年
十
一
月
二
十

五
日
（『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
七
〇
頁
）。

一
一　

 

岡
（
一
九
一
〇
）
七
頁
お
よ
び
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
一
号
所

収
の
「
本
校
創
立
当
初
回
顧
座
談
会
」
で
の
高
屋
肖
哲
の
談
話
。

経
験
や
宗
教
的
・
思
想
的
信
念
に
根
ざ
し
た
独
創
の
所
産
と
見
な
し
得
る
一
二
。
さ

ら
に
、
フ
リ
ー
ア
本
の
改
稿
構
想
は
、
芳
崖
が
日
頃
か
ら
「
観
音
様
」
と
呼
ん
で

い
た
妻
よ
し
の
病
気
平
癒
祈
念
の
た
め
の
発
願
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
一
三
も
付
け

加
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

今
日
藝
大
本
の
観
音
図
に
冠
さ
れ
て
い
る
「
悲
母
観
音
」
と
い
う
通
称
は
、
芳

崖
自
身
に
よ
る
命
名
で
は
な
く
、
画
家
の
没
後
に
発
生
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
芳
崖
が
観
音
と
い
う
尊
格
を
母
性
的
存
在
と
見
な
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
岡
倉
天
心
に
よ
る
追
悼
記
事
中
に
証
言
が
あ
る
一
四
。

　
　
　
　

  

翁
嘗
て
人
に
語
っ
て
曰
く
、「
人
生
の
慈
悲
は
母
の
子
を
愛
す
る
に
若

く
は
な
し
。
観
音
は
理
想
的
の
母
な
り
。
万
物
を
起
生
発
育
す
る
大

慈
悲
の
精
神
な
り
。
創
造
化
現
の
本
因
な
り
。
余
此
意
象
を
描
か
ん

と
欲
す
る
茲
に
年
あ
り
未
だ
適
当
の
形
相
を
完
成
せ
ず
」
と
。

　

こ
こ
に
引
か
れ
る
「
未
だ
適
当
の
形
相
を
完
成
せ
ず
」
と
の
言
が
い
つ
頃
の
発

言
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
芳
崖
の
観
音
観
に
従
え
ば
、
フ
リ
ー
ア

本
と
《
悲
母
観
音
》
の
い
ず
れ
も
が
、「
理
想
的
の
母
」
と
し
て
の
観
音
の
「
適

当
の
形
相
」
を
模
索
す
る
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
模
索
の
中
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
南
都
の
上
代
仏
教
彫
刻

一
二　

 
か
つ
て
盛
ん
に
《
悲
母
観
音
》
の
「
原
図
」
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
た
作
例
群
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
《
悲
母
観
音
》
の
模
倣
作
で
あ
る
こ
と
が
、
古
田
亮
氏
に
よ
り
論
証

さ
れ
て
い
る
。
古
田
亮
「《
悲
母
観
音
》
考
」『
狩
野
芳
崖　

悲
母
観
音
へ
の
軌
跡
―
東

京
藝
術
大
学
所
蔵
品
を
中
心
に
―
』
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
下
関
市
立
美
術
館
、

二
〇
〇
八
年
、
九
六
～
一
〇
五
頁
。

一
三　

 

古
田
（
二
〇
〇
八
）
九
七
頁
。
な
お
、
よ
し
は
《
悲
母
観
音
》
の
完
成
を
待
つ
こ
と
な

く
明
治
二
十
年
七
月
十
日
に
死
去
し
て
い
る
。

一
四　

岡
倉
「
狩
野
芳
崖
」『
国
華
』
二
号
（『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
三
巻
、
七
〇
頁
）。



「
有
翼
の
天
女
図
」
九
考
　
　
龍
野
有
子

（29）

と
の
邂
逅
で
あ
っ
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
一
月
十
四
日
付
で
文
部
省
図

画
取
調
掛
雇
と
な
っ
た
芳
崖
は
、同
年
四
月
下
旬
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
、フ
ェ

ノ
ロ
サ
、
天
心
ら
の
古
美
術
保
存
調
査
に
同
行
し
て
奈
良
の
諸
社
寺
を
巡
っ
て
お

り
、
十
二
巻
に
及
ぶ
写
生
記
録
『
奈
良
官
遊
地
取
』（
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
）

を
残
し
て
い
る
。
再
び
岡
不
崩
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
芳
崖
は
「
奈
良
へ
行
つ
て
天

平
以
前
の
佛
像
を
見
て
、
佛
の
面
容
を
さ
と
つ
た
」
一
五
。
芳
崖
自
ら
「
ベ
ソ
を
か

い
て
居
る
」
と
形
容
し
た
と
い
う
一
六
フ
リ
ー
ア
本
の
観
音
像
の
鈍
重
な
面
貌
か

ら
、《
悲
母
観
音
》
の
よ
り
鋭
角
的
で
怜
悧
な
面
貌
へ
の
変
容
は
、
仏
菩
薩
の
「
適

当
の
形
相
」
を
求
め
る
過
程
で
上
代
の
仏
教
彫
刻
と
の
邂
逅
を
果
た
し
た
こ
と
で
、

「
天
平
式
に
自
分
の
意
を
加
へ
た
、即
ち
芳
崖
式
」
一
七
へ
と
到
達
し
た
結
果
で
あ
っ

た
。

　

他
方
、
近
年
の
論
考
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
、
フ
リ
ー
ア
本
の
観
音
像
の
像
容

は
「
男
性
的
」「
男
顔
」、《
悲
母
観
音
》
の
そ
れ
は
「
女
性
的
」「
女
顔
」
と
形
容

さ
れ
一
八
、
と
り
わ
け
《
悲
母
観
音
》
に
つ
い
て
は
母
子
像
と
し
て
の
性
格
が
強
調

さ
れ
る
一
九
。
そ
の
淵
源
は
、
天
心
が
『
東
洋
の
理
想
』
で
「
狩
野
芳
崖
の
最
後
の

傑
作
」を「
普
遍
的
な
る
母
、観
音
を
、人
間
の
母
性
の
姿
に
描
い
て
い
る
も
の
」二
〇

一
五　

岡
（
一
九
一
〇
）
六
頁
。

一
六　

 

山
川
武
「
狩
野
芳
崖
と
、
そ
の
「
悲
母
観
音
」
に
つ
い
て
」『
重
要
文
化
財　

悲
母
観

音　

狩
野
芳
崖
筆
』
東
京
藝
術
大
学
藝
術
資
料
館
、
一
九
九
八
年
、
頁
表
記
な
し
。

一
七　

岡
（
一
九
一
〇
）
六
頁
。

一
八　

 

古
田（
二
〇
〇
八
）一
〇
〇
頁
お
よ
び
佐
藤
道
信「
進
化
論
と
し
て
の
悲
母
観
音
図
」『
狩

野
芳
崖　

悲
母
観
音
へ
の
軌
跡
』
二
〇
〇
八
年
、
一
二
一
～
一
三
三
頁
、
一
二
四
頁
。

一
九　

古
田
（
二
〇
〇
八
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。

二
〇　

 K
akuzo O

kakura, The Ideals of the East, w
ith Special Reference to the 

Art of Japan,  E. P. D
utton &

 C
o., N

ew
 York, 1904, pp.231-232. 

（
富
原
芳
彰
訳

『
東
洋
の
理
想
』
講
談
社
学
芸
文
庫
、
一
九
八
六
年
、
二
〇
〇
頁
）

と
し
て
、
こ
の
観
音
像
を
終
始 

“she

” 

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ア
本
と
《
悲
母
観
音
》
の
像

容
、
と
り
わ
け
面
容
の
差
異
は
明
ら
か
な
が
ら
、
こ
れ
を
男
性
性
か
ら
女
性
性
へ

の
遷
移
と
見
る
の
は
明
ら
か
に
不
適
切
で
、
誤
誘
導
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
《
悲
母
観
音
》
の
観
音
像
は
、
フ
リ
ー
ア
本
の
鈍
重
な
面
貌
表
現
が
改
め
ら
れ
、

よ
り
鋭
角
的
で
怜
悧
な
相
貌
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
顔
面
に
は
髭
を
伴
っ
て
い

る
上
、
暁
斎
の
《
龍
頭
観
音
》
は
じ
め
幕
末
明
治
の
観
音
像
の
顔
貌
に
散
見
さ
れ

る
浮
世
絵
美
人
め
い
た
脂
粉
臭
は
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

決
し
て
「
女
性
的
」
な
面
貌
で
は
な
い
。
ま
た
、
像
全
体
は
フ
リ
ー
ア
本
の
観
音

像
よ
り
も
腰
高
に
な
り
、
頭
身
も
わ
ず
か
な
が
ら
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り

し
な
や
か
で
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
が
、
豊
か
に
肥
満
し
た
体
躯
の
胸
部
は
扁
平

に
表
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
「
女
性
的
」
な
身
体
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
造
形
は

む
し
ろ
、
中
性
的
な
い
し
脱
性
的
と
形
容
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
《
悲
母
観
音
》
の
中
性
化
な
い
し
脱
性
化
へ
の
志
向
は
、
観
音
像
本
体
の
造
形

に
留
ま
ら
な
い
。
フ
リ
ー
ア
本
の
嬰
児
は
無
邪
気
に
開
い
た
両
脚
の
間
に
幼
い
男

性
器
を
覗
か
せ
て
い
る
の
に
対
し
、《
悲
母
観
音
》
の
嬰
児
は
両
脚
を
閉
じ
る
こ

と
で
性
別
の
明
示
を
回
避
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
描
写
の
差
異
の
蓄
積
と
し
て
の

作
品
全
体
が
示
し
て
い
る
の
は
、
男
性
性
の
排
除
で
は
あ
り
え
て
も
、
女
性
性
の

獲
得
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
こ
に
読
み
取
ら
れ
る
べ
き
は
む
し
ろ
、
画
面
か
ら
徹

底
的
に
性
的
有
徵
性
を
排
除
し
、
作
品
世
界
全
体
を
中
性
化
な
い
し
脱
性
化
し
よ

う
と
す
る
意
志
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
改
稿
構
想
と
並
行
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
天
人
図
は
、《
悲
母
観
音
》



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
六
号
（
二
〇
二
三
・
十
二
）

（30）

と
は
対
照
的
に
、
明
確
な
女
性
的
有
徵
性
を
備
え
た
身
体
の
像
を
中
核
的
モ

テ
ィ
ー
フ
と
す
る
作
品
と
し
て
企
図
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
母
性
す
な
わ
ち
女

性
性
の
表
象
を
志
向
し
つ
つ
も
、
仏
画
と
し
て
の
形
式
性
と
、
天
平
彫
刻
を
範
と

す
る
端
正
な
様
式
性
の
追
求
が
優
先
さ
れ
た
《
悲
母
観
音
》
の
造
形
的
次
元
に
お

い
て
は
韜
晦
さ
れ
、
不
可
視
化
さ
れ
て
い
た
「
女
性
性
の
表
象
」
と
い
う
動
機
を
、

明
確
な
女
性
的
有
徵
性
を
備
え
た
身
体
の
像
と
い
う
意
匠
を
通
じ
て
具
現
化
す
る

試
み
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。

　

そ
の
意
味
で
注
目
す
べ
き
は
、
構
想
の
初
期
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
短
翼
の

天
人
図
の
う
ち
、
臨
月
に
近
い
妊
婦
の
姿
を
思
わ
せ
る
張
り
出
し
た
腹
部
が
強
調

さ
れ
た
像
（
図
④
ｃ
ｄ
）
で
あ
る
。
井
土
氏
は
こ
れ
を
、
画
巻
中
の
二
十
五
図
の

天
人
像
全
体
に
共
通
す
る
合
掌
の
姿
勢
と
関
連
付
け
、
腹
前
で
両
掌
を
合
わ
せ
て

指
先
を
下
に
向
け
る
特
異
な
合
掌
の
形
が
、
当
初
は
天
人
の
胎
内
に
宿
る
新
た
な

生
命
に
対
す
る
祈
り
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
構
想
の
進
展
に

よ
り
孕
み
腹
が
消
退
す
る
に
伴
っ
て
、
合
掌
の
対
象
が
背
景
下
部
に
配
さ
れ
た
円

体
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
（
図
⑤
ｅ
）
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
二
一
。
さ
ら
に
、

フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》
か
ら
《
悲
母
観
音
》
へ
の
改
稿
過
程
で
、
前
者
で
は
下
方

を
指
さ
し
て
い
た
嬰
児
が
、
後
者
で
は
合
掌
す
る
姿
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
、
こ
れ
ら
の
天
人
図
の
合
掌
と
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
二
二
。

　
「
孕
み
腹
の
羽
衣
天
女
」
と
い
う
構
想
は
、多
分
に
奇
矯
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
、

二
一　

井
土
（
二
〇
〇
八
）
一
一
四
頁
。

二
二　

同
一
一
九
頁
。

「
母
性
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
女
体
の
像
」
と
い
う
意
味
で
は
、「
理
想
的
の
母
」

と
し
て
の
観
音
観
か
ら
ご
く
自
然
に
導
か
れ
得
る
発
想
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
子
を
宿
し
た
腹
と
い
う
意
匠
は
間
も
な
く
退
け
ら
れ
、
画
巻
第
二
・

六
図
（
図
④
ａ
ｂ
）
お
よ
び
《
飛
翔
天
女
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
張
り
出
し
た

腹
部
の
形
は
装
飾
的
な
衣
襞
の
翻
り
に
置
き
換
え
ら
れ
て
ゆ
く
。

　

代
わ
っ
て
浮
上
し
て
く
る
の
が
、
懐
胎
と
い
う
特
殊
な
状
態
に
限
定
さ
れ
な
い
、

よ
り
普
遍
的
で
一
般
的
な
性
格
を
持
つ
、
全
身
像
と
し
て
の
女
体
と
い
う
意
匠
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
裸
像
と
し
て
の
習
作
群
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
な
り
天
心
な
り
が
関
与
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
裸
像
群
の
長
い
四
肢
や
頸
、
隆
起
し
た
乳
房
と
く
び
れ
た
腰
を
伴
う
体
幹

部
の
形
や
、
外
反
母
趾
気
味
の
足
指
の
形
状
は
、
些
か
整
理
さ
れ
す
ぎ
た
輪
郭
線

と
も
ど
も
、
何
ら
か
の
欧
米
産
の
粉
本
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら

だ
二
三
。

四
、
洋
風
表
現
の
導
入
と
礼
拝
画
へ
の
接
近

　

上
述
の
よ
う
に
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
天
心
は
明
治
十
九
年
十
月
か
ら
一
年
間
、
欧

米
視
察
に
出
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
美
術
学
校
の
設
立
準
備
の
た
め
欧
米
の
美

術
教
育
事
情
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
り
、
教
材
と
し
て
使
用
で
き
る
各
種
美
術
資

料
の
収
集
も
そ
の
一
部
だ
っ
た
。
そ
の
成
果
が
、
ま
ず
は
芳
崖
に
対
し
て
実
験
的

二
三　

 

従
っ
て
、中
村
愿
『
狩
野
芳
崖　

受
胎
観
音
へ
の
軌
跡
』（
山
川
出
版
社
、二
〇
一
三
年
）

の
空
想
小
説
め
い
た
仮
説
（
九
鬼
隆
一
の
妊
娠
中
の
妻
初
子
が
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
天

心
の
促
し
に
よ
っ
て
芳
崖
の
た
め
に
全
裸
モ
デ
ル
を
務
め
た
）
は
、
荒
唐
無
稽
な
も
の

と
し
て
退
け
ら
れ
る
。



「
有
翼
の
天
女
図
」
九
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に
投
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
天
人
図
構
想
に
対
す
る
彼
ら
の
関
与
は
、

単
に
欧
米
産
の
粉
本
の
提
供
や
、
裸
体
習
作
に
基
づ
い
て
着
衣
像
を
作
成
す
る
制

作
手
順
の
教
唆
と
い
っ
た
、
即
物
的
な
次
元
に
留
ま
ら
な
い
。
明
確
な
性
的
有
徵

性
を
備
え
た
女
体
像
を
、
春
画
や
あ
ぶ
な
絵
と
は
全
く
異
質
な
造
形
上
の
意
匠
と

見
な
す
発
想
そ
れ
自
体
が
、
本
質
的
に
西
欧
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
の
造
形
芸
術
思
想
に

由
来
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

無
論
の
こ
と
、
芳
崖
が
そ
う
し
た
芸
術
思
想
を
真
に
理
解
し
得
た
か
ど
う
か
は

疑
わ
し
い
。
そ
れ
で
も
、
人
体
の
構
造
的
な
理
解
に
基
づ
く
作
画
手
法
の
採
用
と

い
う
、
即
物
的
に
技
術
的
な
水
準
で
の
理
解
は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
。
子
を
宿

し
た
腹
と
い
う
局
部
的
な
意
匠
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
母
性
な
い
し
女
性
性
の
表
象

は
、
欧
米
産
の
粉
本
の
形
を
通
じ
て
、
構
造
的
な
全
身
像
と
し
て
の
女
体
と
い
う

意
匠
の
探
求
へ
と
変
化
す
る
。
同
時
に
、
そ
の
形
態
把
握
は
平
面
的
な
輪
郭
と
し

て
の
形
か
ら
量
塊
的
な
構
造
へ
と
質
的
な
変
化
を
遂
げ
、
身
体
と
着
衣
の
関
係
に

も
新
た
な
視
点
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
最
も
よ
く
観
察
さ
れ
る
の
が
、

短
翼
像
と
長
翼
像
お
よ
び
無
翼
の
着
衣
像
の
胸
部
の
表
現
の
差
で
、
前
者
で
は
緩

や
か
な
弧
を
描
く
衣
文
線
で
曖
昧
に
処
理
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
者
で
は
乳
頭

を
頂
く
乳
房
の
形
態
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
体
把
握
の
変
化
に
加
え
て
、
面
貌
表
現
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

構
想
初
期
の
画
稿
で
は
、
第
二
図
（
図
④
ａ
）
が
典
型
的
で
あ
る
よ
う
に
、《
悲

母
観
音
》
や
画
稿
中
の
観
音
群
（
図
⑧
）
の
面
貌
に
も
通
じ
る
下
脹
れ
気
味
の
豊

頬
に
二
重
顎
で
あ
る
の
に
対
し
、
裸
体
習
作
を
経
た
後
の
第
八
図
（
図
⑥
ａ
）
や

第
十
八
図
（
図
⑥
ｃ
）
で
は
、
顎
が
よ
り
細
く
切
れ
上
が
っ
た
卵
型
に
近
い
、「
洋

風
面
貌
」
二
四
と
も
形
容
可
能
な
顔
立
ち
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
欧
米
産
の
粉

本
の
参
照
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
初
期
の
短
翼
像
か
ら
後
の
長
翼
像
へ
の
変
更
の
過
程
に
も
、
欧
米
産

の
粉
本
の
参
照
が
窺
え
る
。
短
翼
像
の
中
で
も
、孕
み
腹
の
天
人
像
（
図
④
ｃ
ｄ
）

の
翼
が
小
さ
い
の
に
比
べ
、
孕
み
腹
が
消
失
し
た
後
の
第
二
図
や
第
六
図
（
図
④

ａ
ｂ
）
の
翼
は
よ
り
大
き
く
、
第
二
図
で
は
特
に
精
緻
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
両
翼
は
単
純
な
左
右
対
称
で
あ
り
、
像
本
体
の
四
分
三
正
面
像
に
対
し

て
両
翼
は
正
面
観
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
長
翼
像
の
翼
は
、
多
く
が
左

右
非
対
称
の
輪
郭
を
持
ち
、
手
前
側
の
翼
が
よ
り
幅
広
く
、
奥
の
翼
に
短
縮
法
が

試
み
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
短
縮
法
の
採
用
は
、
フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》
の
正
円

の
頭
光
か
ら
《
悲
母
観
音
》
の
楕
円
頭
光
へ
の
変
更
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
天
人

図
の
翼
の
形
状
の
変
更
は
、
直
接
的
に
は
西
欧
起
源
の
有
翼
像
の
粉
本
が
参
照
さ

れ
た
結
果
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
天
人
図
で
は
、
画
稿
の
初
期
段
階
か
ら
最
終
段
階
に
い
た
る
ま

で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
左
右
が
反
転
し
た
形
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
井
土
氏
が
最
終

段
階
に
位
置
づ
け
た
無
翼
の
着
衣
像
三
図
は
い
ず
れ
も
頭
部
を
画
面
右
側
に
向
け

た
形
だ
が
、
第
十
八
図
（
図
⑥
ｃ
）
に
は
頭
部
の
み
の
反
転
像
が
描
き
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
左
右
反
転
の
構
図
は
、
天
人
本
体
だ
け
で
な
く
背
景
習
作
（
図

⑨
）に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、単
に
像
の
向
き
を
い
ず
れ
に
す
る
か
迷
っ

て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
左
右
対
称
の
対
幅
が
構
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
。
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、《
悲
母
観
音
》
を
中
幅
と
す
る
三

二
四　

井
土
（
二
〇
〇
八
）
一
一
九
頁
。
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幅
対
が
構
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
天
人
図
そ
れ
自
体
は
「
仏
画
」
で
も
宗
教
画
で

も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
翼
型
の
羽
衣
を
伴
っ
て
飛
翔
す
る
天
人
の
像
は
、
イ
ン
ド

起
源
の
仏
教
図
像
と
し
て
の
飛
天
や
迦
陵
頻
伽
と
は
異
な
り
、
江
戸
中
期
の
日
本

で
成
立
し
た
、
純
然
た
る
世
俗
的
な
性
格
の
図
像
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
菩

薩
形
風
の
服
制
は
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
助

長
す
る
の
が
、
日
本
的
な
「
神
仏
」
観
で
あ
ろ
う
。
翼
型
の
羽
衣
を
伴
う
天
人
は
、

風
土
記
に
語
ら
れ
る
鳥
の
化
身
で
あ
れ
、
謡
曲
『
羽
衣
』
の
月
宮
殿
の
住
人
で
あ

れ
、
常
人
と
は
異
質
な
存
在
で
あ
る
。
そ
う
し
た
存
在
は
、
日
本
的
な
「
神
仏
」

観
の
も
と
で
は
、
漠
然
と
「
神
仏
」
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
存
在
を
描
い
た
画
像
も
ま
た
、
漠
然
と
「
神
仏
の
画
」

即
ち
宗
教
画
と
錯
覚
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
を
潜
在
さ
せ
て
い
た
。

　

そ
の
こ
と
に
、
芳
崖
自
身
が
ど
こ
ま
で
自
覚
的
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

そ
れ
で
も
、
芳
崖
の
天
人
図
構
想
は
擬
似
仏
画
な
い
し
擬
似
礼
拝
画
と
し
て
の
性

格
を
確
実
に
潜
在
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
単
に
《
悲
母
観
音
》
の
派
生
作
と
し

て
の
出
自
を
持
つ
が
故
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
単
独
礼
拝
像
に
限
り
な
く
近
い
イ

コ
ニ
ッ
ク
な
画
面
形
式
が
、
そ
う
し
た
錯
覚
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
よ
う
な
錯
覚
こ
そ
が
、
後
に
「
翼
型
の
羽
衣
を
背
に
し
て
飛
翔
す
る
天
人
」
と

い
う
図
像
が
命
脈
を
断
た
れ
る
要
因
と
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

結
び
に
か
え
て

　

芳
崖
に
よ
る
天
人
図
の
構
想
は
、「
翼
型
の
羽
衣
を
背
に
し
て
飛
翔
す
る
天
人
」

と
い
う
既
存
の
図
像
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
き
わ
め
て
特
異
な
性
格
を
備
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、《
悲
母
観
音
》
か
ら
派
生
し
た
「
女
性
性
そ
の
も
の
の
可

視
的
表
象
」
と
い
う
課
題
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
浮
世

絵
類
の
中
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
「
翼
型
の
羽
衣
を
背
に
し
て
飛
翔
す
る
天
人
」
と

い
う
図
像
を
踏
み
台
と
し
つ
つ
、
女
性
性
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
女
体
と
い
う
意

匠
を
通
じ
て
、
全
く
新
た
な
何
も
の
か
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
本
画
と
し
て
の
実
現
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
一
回
限
り
の
未
完

の
実
験
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
芳
崖
が
世
を
去
っ
た
一
年
半
後
の
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
四
月
に

開
幕
し
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
褒
状
を
得
た
本
多
錦
吉
郎
（
一
八
五
一
～

一
九
二
一
）
の
《
羽
衣
天
女
》（
図
⑫
）
は
、
芳
崖
と
若
干
類
似
し
た
試
み
を
、

し
か
し
芳
崖
と
は
全
く
異
な
っ
た
文
脈
の
中
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

文
脈
の
差
異
と
は
、
両
者
を
隔
て
る
二
年
ほ
ど
の
時
差
と
、
明
治
初
年
以
来
蓄
積

さ
れ
て
き
た
「
日
本
画
」
と
「
洋
画
」
の
境
遇
の
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
。



「
有
翼
の
天
女
図
」
九
考　
　

龍
野
有
子

（33）

図
①
《
悲
母
観
音
》

図
② 

フ
リ
ー
ア
本
《
観
音
》

図
③
《
飛
翔
天
女
》
下
関
市
立
美
術
館

④ａ 第二図

④ｄ 第三十図 ④c 第二十八図 ④b 第六図

図
④
『
観
音 

下
図
』
短
翼
の
天
人
像
四
図
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図
⑤
『
観
音 
下
図
』
長
翼
の
天
人
像
十
一
図

⑤ａ 第四図

⑤d 第三図

⑤h 第二十図

⑤e 第七図

⑤i 第二十四図

⑤f 第十三図

⑤j 第二十五図

⑤g 第十七図

⑤k 第二十九図

⑤b 第五図⑤c 第十六図
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図
⑥
『
観
音 

下
図
』
無
翼
着
衣
の
天
人
像
三
図

図
⑦
『
観
音 

下
図
』
裸
体
習
作
七
図

⑦d 第二十七図⑦e 第十四図⑦f 第十五図⑦g 第二十六図

⑥a 第八図

⑦a 第十二図⑦b 第十九図⑦c 第二十一図

⑥b 第九図⑥c 第十八図
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図
⑧
『
観
音 

下
図
』 

観
音
三
図

図
⑨
『
観
音 

下
図
』 

背
景
習
作
二
図

図
⑪
　
河
鍋
暁
斎
《
龍
頭
観
音
》

図
⑫
　
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》

図
⑩
　
久
保
俊
満 

狂
歌
摺
物
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）

⑧a 第十図

⑨a 第一図⑨b 第二十二図

⑧b 第二十三図⑧c 第十一図


